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 最近、総務省が一寸面白い「提言」をしている。題して「日本型テレワーク」(2021)1であ

る。まず、役所が提言するということに、何か新鮮さを感ずるとともに、「日本型テレワー

ク」をテーマにしているのも何となく好感した。 

 元々、Pruitt & Barrett (1994)2が言う「企業用仮想作業空間」（図 1）に興味を持ってい

たからである。この図が示すように、「個人

作業空間」が形成されるには、当然「企業

作業空間」も形成されなければならない。   

そして今回、総務省が提言したというこ

とは、「個人仮想作業空間」と「企業仮想作

業空間」の存在を行政としても認めたとい

うことになろう。 

 ただし、「行政仮想作業空間」は、その存

在の兆しはあるが、まだ、「個人仮想作業空

間」あるいは「企業仮想作業空間」ほどの

存在感はないと言えよう。 

 そして、行政はテレワーク、すなわち 

個人仮想作業空間を、ポストコロナで目指

すべき「日本型テレワーク」として、次の 

図 1 企業用仮想作業空間      5項目で定義している。 

表 1 日本型テレワークの定義    

① 少子高齢化や生産性といった日本の社会課題の解決に貢献すること 

② テレワークを契機として ICTツールを積極的に活用すること 

③ 一律テレワークではなく、育成期には対面機会を計画的に設けるなどの配慮をするこ

と 

④ 無駄な出社への同調圧力の排除やコミュニケーション促進施策の実施といった世代

間ギャップを埋めるための工夫を図ること 

⑤ ウェルビーイングの向上 

 

まず、この定義を一見して落胆した。この提言を策定したタスクフォースおよびこの提言

を公表した行政に物足りなさを感じた。率直に言わせてもらうと、包括的ではあるが、掘り

下げた議論にはなっていない。 
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そして、行政にこそ、その仮想作業空間が求められているのではないかとも思った。もち

ろん、第①項「日本の社会問題の解決に貢献する」を否定するつもりはないが、また条件付

きではあるが、企業存続の必要条件は「利潤」を上げ続けるのが第 1目標であって、社会問

題解決はそれに反しない限り、当然行われることである。 

また、第②項「ICTツールを積極的に活用する」ことも、コロナ禍以前から、我が国ある

いは社会が遅れをとっていることであり、それは我が国の生産性の低さの原因の一つにも

なっている。しかも、この生産性の低さは、「日本の経済が長らく銀行を中心とする間接金

融に支えられてきたこともあり、借入金の利子を支払ったあとの利益である経常利益が、経

営指標として伝統的に重視されてきた。」のも一因になっている（スターン スチュワート社

(2001)3）。 

何故なら、この「経常利益」は、投資回収を考慮しない経営指標であり、この指標を目指

す限り、我が国の生産性向上はおぼつかないのである（筆者(2014)4(2020)5）。すなわち、積

極的に ICT投資を推進しても、生産性向上にはならないのである。 

さらに、第③項「対面機会を計画的に設けるなどの配慮をする」ことあるが、最近は学会

でも、各種委員会あるいは研究発表会もオンラインで開かれている。お互いにお互いの顔を

見ながら、しかも文書も共有しながら議論しており、これらのオンライン会議でことが済ん

でいる。学界でさえ実現されているのであれば、業界でも取り立てて問題にならないのでは

なかろうか。 

従来、情報システムの構築に当たって、筆者は下記の図 2 に示すビジネスマネジメント

サイクル（筆者(2020)6）が考えてきたが、この「枠組み」自体は変わりようがないと考えて

いる。 

 

図 2 情報投資マネジメントサイクル 

 また、個々の企業の在り方も、次の図 3（Bowersox et al.(2002)／松浦春樹他(2004)7）に

示すサプライチェーンの中で、どの位置にあるのかによって、その情報システムも異なるこ

とになるのは自明である。 
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 すなわち、この 2つの図自体は、少なくとも枠組みとしては変わりようがないが、製造業

であれ非製造業であれ、「コロナ禍」により企業を取り巻く環境は大いに変化している。言

い換えれば、すべての企業業務に「テレワーク」が求められているのである。 

 

図 3 一般サプライチェーンモデル 

それを、企業環境変化やシステム技術変化と捉えるか、あるいはそれらの変化に対するリ

エンジニアリングの結果と捉えるかは別にして。そして、単なるテレワークの実現に終わら

せず、今風に言えば、デジタルトランスフォーメーション（筆者(2021)8）推進の一環として

取り扱うべきとも考える。 

また、それがどのような組織、すなわち例えそれがテレワークであろうと、一般的に、表

2に示すように、心理的安全性が高くなければ、高い業績を上げることは難しいと言われて

いる（オードリー・タン(2020)9）(Edmondson (2019)10)。 

表 2 心理的安全性と業績基準の関連性   これは、テレワークであれば、なお 

さら配慮すべきものと考えられる。

しかも、それは通常の実相作業空間

での配慮に加えてである。 

そして、この「心理的安全性」が高

いということは、日本型テレワーク
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(Wikipedia)）についても不可欠な基本条件と言えよう。 
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